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 第 29回日本産業衛生学会専門医資格認定試験は、当初従来通りの対面での実施を予定

しておりましたが、開催直前のコロナ感染症第５波の影響により、急遽昨年同様の筆記試験

と口頭試験の分離開催で行う事になりました。このため、受験予定の何名かは次年度以降の

受験を選択され、最終的に今回の受験者数は 27 名でした。筆記試験は 2021 年 11 月 7 日

にエリアごとの 4 会場での開催、口頭試験は 2021 年 11 月 14 日にリモート形式で実施し

ました。 

 

1． 総合結果 

合格者は 19 名で、合格率は 70.4％でした。総合判定で不合格と判定した受験者の内

訳は、口頭 7名、筆記・口頭 1名の計 8名です。 

2． 筆記試験 

試験時間は 2 時間で、問題は例年通り、産業医として備えるべき基本的・標準的な知

識を問うＡ問題、産業医活動を展開する上で必要なより高度な知識を評価するＢ問題、

現場で必要な実際的な問題解決能力を評価するＣ問題で構成しました。問題数及び配点

は、Ａ問題は○×形式 10問、四肢択一形式 10問、穴埋め形式 20問の計 40問で、配点

を各 1点としました。Ｂ問題は基本的な事項の説明問題を 2組（Ｂ１、Ｂ２）としまし

た。Ｃ問題は図やグラフからの考察や産業医としての事例対応問題を 2組（Ｃ１、Ｃ２）

提示しました。Ｂ，Ｃ問題とも、それぞれどちらか一方を選んで回答するよう求めまし

た。これらの配点は各 15点です。 

 その結果、全体の平均点は 69.8点、最高点は 84点、最低点は 47点で、領域別の平均

得点率は、Ａ問題 81.8％、Ｂ問題 63.8％、Ｃ問題 59.8％で、Ａ問題とＣ問題は昨年より

も得点率が上がっていました。 

 例年通り、評価委員に試験問題を評価いただきました。3 名の評価委員が一致して不

適切と指摘された問題はなく、「あらゆる分野を網羅した出題」との評価をいただきまし

た。問題文に一部わかりにくい箇所があることなどが指摘されましたが、受験者からの

問い合わせはありませんでした。 

3．口頭試験 

 Webを用いた口頭試験は昨年に引き続き 2回目となりました。本来予定されていた試

験内容では、グループ討議、面接、課題発表の 3 つの試験構成となっていましたが、昨

年同様に、グループ討議問題を割愛し、面接と課題発表のみで実施することになりまし

た。 

 また、課題作成時の資料については昨年同様に、インターネットを含めて何を見ても

良いこととしました。 

面接試験では、自己の研修記録に基づいて記載内容についての質疑応答が行われまし

た。従来の対面式ではなくWeb上での面接ではありましたが、概ね公平な試験が実施で

きたのではないかと委員会では評価しました。 

 



課題発表は、討論を 3 名のグループでおこないました。異なる課題について各自プレ

ゼンテーション資料を作成、発表しその後質疑応答が行われました。パワーポイントの

使用およびインターネットでの資料検索を認めたことにより、受験者各自のプレゼンテ

ーションとしての評価は全体として昨年同様向上していたと思いました。一方で、課題

発表の出題の主旨を十分に理解されていないように思われる傾向が気になりました。一

例を挙げますと、今回の設問の一つにリモートワークに関する設問がありますが、設問

はリモートワークに関して労務基準や業務基準についての方策を問うているのに対し、

リモートワークの一般論に終始し、健康管理の基準に言及が乏しく、内容が皮相的と試

験委員から指摘された例もありました。専門的な立場として、全体を俯瞰しつつ何が求

められているのかを的確に答える姿勢が肝要と思われました。 

 

4．総評 

今年は、昨年に引き続き COVID-19の影響で変則的な開催となりました。8月の開催

予定日 1 週間前の変更決定となり、受験生には困惑されたことと思いますが，そのよう

な状況の中でも上述のような開催方法で 19 名の方が試験に合格され、合格率は昨年よ

り少し上がりました。 

例年指摘されていることですが、専門職として与えられた課題の本質を捉え、その上

で適切な対応を取るということ、専門性という視点から知識と経験(事例)を備えている

ということは、産業衛生専門医という称号を認定する上で重要なポイントだと当委員会

は考えます。現在の COVID-19の感染状況のように産業保健を取り囲む状況は刻一刻と

変化しており、産業衛生専門医はそれらの状況に臨機応変に対応する能力が求められて

います。今回、認定を受けた 19 名の方々はその新たな出発点に立たれたことになりま

す。今後のご活躍およびご発展に大いに期待いたします。 

最後に、今回このような状況の中で試験委員および各試験部会委員、評価委員の方々

の試験問題作成・運営・評価に多大なるご協力いただきまして無事専門医試験が実施で

きましたことに深謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



筆記試験問題 
 

Ａ１．以下の文章が正しければ○を、誤りであれば×を解答欄に記入しなさい。 

 

A１01． 産業医が事業者に行う勧告の方法については特に定めがなく、文書でなく口頭でも

構わない。 

 

A10２． 事業者は、変形労働時間制を採用した場合は、労働基準監督署に報告する義務はな

い。 

 

A10３． 屋内で鉛を扱う作業場の作業環境測定結果の保存期間は 5年間である。 

 

A10４． 雇入れ時の健康診断は、健康管理の対象となる健康状態の把握と労働者の適正配

置を趣旨・目的とする。 

 

A10５． じん肺健康診断の結果、エックス線写真の像が第 2 型である場合、じん肺管理区分

は管理２となる。 

 

A10６． 定期健康診断で肝炎ウイルス検査を実施する場合は、本人の同意が必要である。 

 

A10７． 鉛中毒予防規則による健康診断では、血中デルタアミノレブリン酸の量の検査を行う。 

 

A10８． 使用している混合有機溶剤が，エチルベンゼンを3%、かつ他の有機溶剤を1%含有

している場合は、有機溶剤中毒予防規則による健康診断の受診は不要である。 

 

A10９． フッ化水素酸は皮膚や粘膜に付着すると局所に強い痛みを伴う腐食を起こす。 

 

A1１０． 労働者災害補償保険の保険料は事業主が全額負担する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａ２．選択肢の中から正解を１つ選び、その数字を解答欄に記入しなさい。 

 

 

A20１． 常時500人以上の労働者を従事させる場合に専属産業医の選任を必要とする特定

業務ではないのはどれか。 

1. 異常気圧下における業務 

2. 重量物の取扱い等重激な業務 

3. 深夜業を含む業務 

4. 超音波溶着機を使用する業務 

 

A20２． 事業場で常時使用する労働者の数が 100 人である場合、総括安全衛生管理者を

選任しなければならない業種はどれか。 

  1． ガス業 

  2． 旅館業 

  3． 水道業 

  4． 建設業 

 

A20３． 請負契約下にある複数の事業者による造船作業において、請負業者（下請け）が選

任するのはどれか。 

  1． 統括安全衛生責任者 

  2． 元方安全衛生管理者 

  3． 店社安全衛生管理者 

  4． 安全衛生責任者 

 

 

A20４． 生物学的モニタリングの試料として通常用いられないのはどれか。 

  1． 血液 

  2． 便 

  3． 尿 

  4． 毛髪 

 

A20５． 次の物質の中で，作業環境測定の結果が第 3 管理区分となった場合，女性の取扱

いが禁止されないのはどれか。 

１． キシレン 

２． マンガン 

３． 酢酸エチル 

４． メタノール 

  



 

A20６． 「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライン」において，配置前健康

診断の眼科学的検査として適切でないのはどれか 。 

 １． 視力検査（遠見視力、近見視力） 

 ２． 屈折検査 

 ３． 眼精疲労検査 

 ４． 調節機能検査 

 

A20７． インジウム化合物を製造し、又は取り扱う業務で実施する特定化学物質障害予防規

則による健康診断項目に含まれないのはどれか。  

１． 血清インジウムの量の測定 

２． 尿中 N-アセチルグルコサミニダーゼの量の測定 

３． 血清シアル化糖鎖抗原 KL-6の量の測定 

４． 胸部のエックス線直接撮影 

 

A20８． アレルギー性接触皮膚炎を起こす可能性の低いのはどれか。 

１． ニッケル 

２． 樹脂（レジン） 

３． 鉛 

４． コバルト 

 

A20９． 皮膚がんを引き起こす可能性の低いのはどれか。  

１． 赤外線 

２． ヒ素 

３． タール・ピッチ皮膚症 

４． 熱傷瘢痕 

 

A2１０． 労働者災害補償保険の二次健康診断給付が受けられる異常所見でないのはどれか。  

１． 高血圧  

２． 高脂血症 

３． 高血糖 

４． 蛋白尿 

 

 

 

 

 

  



Ａ３．A301から A318の括弧に入る適切な語句を解答欄に記入しなさい。 

  
A30１． 現在は第（   ）次の労働災害防止計画が策定され公表されている。 

 

A30２． 労働時間が 8時間を超える場合においては、少なくとも（    ）時間の休憩時間を与

えられなければならない。 

 

A30３． 常時（    ）人以上の労働者を使用する事業場では衛生管理者が選任されなけれ

ばならない。 

 

A30４． GHSとは、「化学品の分類および（    ）に関する世界調和システム」の略語である。 

 

A30５. 石綿等を取り扱い、または試験研究のため製造する屋内作業場における石綿の作業

環境測定結果の保管期間は （   ）年である。 

 

A30６．（ A ）は、職場環境で 1日 8時間、1週 40時間のばく露をうけても大部分の人に健

康影響がない濃度として設定される。一方、（ B ）はわが国における作業環境管理

において有害物質の作業環境中濃度を適切に管理するための指標となる濃度であ

る。 

 

A30７． 深夜業従事者の自発的健康診断の対象となるのは、常時使用される労働者で当該

健康診断の受診前６か月を平均して１か月当リ（    ）回以上深夜業に従事した者

である。 

 

A30８． 事業者は電離放射線健康診断の結果を（    ）年保存しなければならない。 

 

A30９． ある労働者が結核と診断された場合，その時点から（  ）ヶ月前まで遡って同じ場所

で就労していた者が、接触者調査の対象となる。 

 

  



 

A310． 労働基準法では，原則として満（  ）歳未満の年少者は，午後10時から午前 5時の

間の深夜業が禁止されている。 

 

A31１．（     ）法では，妊産婦のための保健指導や健康診査を受診するための時間を確保

することが定められている。 

 

A3１２． 放射線業務従事者の実効線量は、5 年間に（ A ）ｍSv を超えず、かつ年当たり

（ Ｂ ）ｍＳｖを超えないこととされている。 

 

A3１３． カドミウム又はその化合物を製造し、又は取り扱う業務における特定化学物質健康診

断の一次健康診断項目では、尿中の（    ）の量の測定を行う。 

 

A3１４． コバルト又はその無機化合物を製造し、又は取り扱う業務における特定化学物質健

康診断の二次健康診断項目では、（    ）のコバルトの量の測定を行う。 

 

A31５． 労働安全衛生法第 57 条の 2 では、特定の化学物質を譲渡・提供する者は、これら

の物質についての名称、成分、含有量、人体に及ぼす作用などを記載した文書であ

る（    ）を交付することが義務付けられている。 

 

A316． 労働基準法では，時間外労働の上限は，月 45時間，年間（   ）時間を原則とする。 

 

A317． 労働者災害補償保険の休業補償給付は，賃金を受けない日が（   ）日以上認めら

れた場合に支給される。 

 

A318． 作業関連疾患は，過酷な条件や作業環境により，その疾患の（   ）より急速に発症

がみられたり，病勢が増悪する疾患をいう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Ｂ１. B11か B12のいずれか 1問を選び、解答を解答欄に記入しなさい。 

 

 
B１１． メンタルヘルス不調者の復職支援のための試し出勤制度を導入している企業がある。

復職前に休業扱いのまま試し出勤させる場合の注意点を２００字前後で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

B１２． 産業現場における法的に求められている教育について 200字前後で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

  



Ｂ２. B21か B22のいずれか 1問を選び、解答を解答欄に記入しなさい。 

 

 

B２１． 金属アーク溶接等作業が特定化学物質として規制されることに伴う新たな管理項目を

200字前後で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

B２２． 「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライン」について、「VDT 作業に

おける労働衛生管理のためのガイドライン」（旧）からの変更内容を 200字前後で説明

しなさい。 

 

 

 

 

  



C1. C11か C12のいずれか 1問を選び、解答を解答欄に記入しなさい。 

 

C１１． あなたは従業員 2,000 人の船舶部品製造業事業所の専属産業医である。20 代男性

従業員が特定業務従事者健康診断(深夜業務）を受診したところ、心電図で右脚ブロッ

クと V１～2 誘導で ST 部分の上昇が認められ、「ブルガダ症候群疑い」と判定された。

本人に対し精密検査のため循環器内科を受診するように指示したが受診せずに放置し

ているため、就業判定が保留となったままである。産業医としてどのように対処するか

200～300字程度でまとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

C１２． 35 歳男性が、樹脂の吹き付け作業に従事している際に、呼吸が苦しくなった。産業医と

してその原因について明らかにし、対策を講じるため、どのようにするか、200～300 字

程度でまとめなさい。 

 

 

 

  



C２. C21か C22のいずれか 1問を選び、解答を解答欄に記入しなさい。 

 

C２１． あなたは福祉医療施設を併設した総合病院の産業医である。表は病院の理学療法士

が自施設の介護士・看護師等を対象にした調査結果で、最も腰痛を起こす職務内容等

がまとめられている。また、図は厚生労働省統計にある保健衛生業の中分類業種別腰

痛発生件数である。表と図から産業医としての分析と取り組みについて、200～３００字

程度でまとめなさい。 

 表  腰痛に関する項目の回答結果  

------------------------------------------------------------------- 

調査項目      回答者数（％）  

------------------------------------------------------------------- 

最も腰痛を起こす職務内容(n＝170)        オムツ交換      44 (26)    

移乗介助     42 (25)  

重量物を持つ          18 (11) 

トイレ介助     17 (10)  

デスクワーク     15 ( 9) 

体位変換      11 ( 6)   

更衣介助       5 ( 3)   

入浴介助      2 ( 1)   

食事介助      0 ( 0)   

その他      16（ 9） 

職務内容で改善を考える項目(ｎ＝220)       作業手順・動作方法     72 (42)   

(重複回答)          作業する人数           67 (39)  

設備・機器      44 (26)  

作業空間     20 (12) 

           その他      17 (10) 

腰痛予防対策への取組み(n=255)       取り組んでいる     52 (20) 

取り組んでいない      202 (79)  

今後取り組む予定        1 ( 1) 

--------------------------------------------------------------------- 

                  理学療法の臨床と研究（2019）28：27-33 より 

 



 

 

C２２． あなたは病院の産業医である。病院長から、ニュースで「病院の整形外科医がエックス

線検査中の透視を繰り返した結果、手の指に放射線による潰瘍を生じたケース」を見た。

このような事案の発生予防のための対策を行ってほしい，と相談を受けた。産業医として

どのような提案を行うか 200～300字程度でまとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



口頭試験問題（課題発表） 

【問題①】 

 あなたが嘱託産業医として担当する事業場は、従業員が約250人のサービス業企業の支店

で、大手企業からの外注作業を受託しています。 

 この事業場の衛生管理者からの情報によると、当事業場のトップ（取締役支店長）は大手企

業からの転籍者で、部下が相談をすると、細かいところに注文を付けて、多くの宿題を与えて仕

事を増やす性格のため、周囲が相談をしたがらなくなっているとのことです。支店長自身は社

長に説明した際に質問に答えられないと宿題が降ってくるのを避けるためと称して、微に入り

細に入り詰めを求めることに全く悪気はないばかりか、部下に過度の負荷を与えていることに

気づいていないようです。また知らず知らずのうちに何度もダメ出しをして複数の部下を追い込

んでいることにも気づいていません。部下が休職しても、業務効率が低下しても、その原因の一

端が自分にあるとは夢にも思っていないようです。 

 当該支店の総務部長は支店長が兼務しており、隣の営業部長や事業部長は、自分の部署へ

の影響を最少化するので精一杯のようです。最近はストレスチェックの集団分析結果も総務部

を中心に支店全体で悪化して来ています。 

 そのため、総務課長および衛生管理者から相談を受けた産業医であるあなたは、支店長が

自分のことも反省すべき対象だと気づいてもらえることを念頭に、どのような対応を取るのが良

いでしょうか。総務課長および衛生管理者が同席して支店長自身にプレゼンする機会を得た

ので、10分間で説明してください。 

 

【問題②】 

あなたは営業職主体の非製造業（社員数 250名）の嘱託産業医をしています。新型コロナ

ウイルス感染症の拡大に伴い、この事業場でも在宅勤務の形態でのリモートワークが導入され

ました。しかしながら、もともと営業職など、対面を基本とする業務がほとんどであったことから、

出社率を 3 割に抑えるという会社の方針を達成するために、生産性を考慮しないままリモート

ワークを実施している部署が多くありました。 

このような状況から総務部では、適正なリモートワークを実施するための基準を策定すること

としました。まず前提として、リモートワークは業務命令でなく希望者の申請に対する許可制と

すること、またサテライトオフィスは準備せず在宅勤務を基本としました。そのうえで、リモートワ

ークを許可するための基準として「業務パフォーマンスに関する基準」、「労働時間等労務管理

に関する基準」、「健康に関する基準」の三側面から検討をおこなうこととしました。 

そこで総務部長から産業医に対して、「健康に関する基準」の設定に際し、リモートワークが

可能な健康状態の判断基準とリモートワーク社員の健康管理上の留意事項について、具体的

な提案をして欲しいと依頼がありました。なお、単に健康に関する基準のみでリモートワークの

適用可否を判断することにはならないことから、業務に関する基準、労務管理に関する基準と

の整合性についても想定・考慮したうえで検討して欲しいと付け加えられました。10 日後に人

事担当役員に対して、総務部長同席のもとで 10分で発表することとなりました。 

 

総務部からの補足情報） 

⚫ 業務パフォーマンスに関する基準の考え方 



・出社しなくても、求められる業務成果をあげることのできる業務内容であること 

・自律して業務を進めることができること 

⚫ 労働時間等労務管理に関する基準の考え方 

・労働時間管理を自律的に行えること 

・具体的には、始業時間に業務を開始することに支障がないことや長時間労働にならないよ

う自ら労働時間管理ができること 

 

 

【問題③】 

あなたは、C 社（化学工業、従業員 12,000 名）の産業医です。以前から、法令で定めら

れていない化学物質の適正な使用や、作業環境測定の結果が第3管理区分であるが改善

が困難な作業の扱いが課題となっています。このたび、国が化学物質の自律的管理を目指

す方向を打ち出したことから、会社としての方針を検討することになりました。担当者からの

依頼で、課長級以上を対象に、個人曝露評価手法を活用した化学物質管理（健康管理を

含む）の方法、利点、課題について説明することになりました。10 分間のプレゼンテーション

を行って下さい。 

 

 


